








研究目的

　心身障害児発生と極めて関連の深い SFD の予防対策には,まず原因の究明,胎

児期での早期診断法の確立が必要であることは言うまでもない。しかし SFD の

発生原因は各方面から研究されているにもかかわらず,なお不明な点が多い。

また SFD の早期診断法としては従来から子宮底長増加曲線の検討,胎児胎盤系

機能検査,羊水検査,超音波による児頭大横径の計測などが広く行われてきたが,

今日なお完成されたとは言い難い。


